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最終報告会

工学部応用化学科3年中村駿文

観光学部観光学科3年寺田真優

私たちはSDGsを基盤として

ボランティア ものづくり 産学連携

を行いたい学生を支援するチャレンジプロジェクトです

。

チャレンジプロジェクト

ミニプロジェクト

Gloval Innovation Project

チーム

SDGs×ART SDGs×地域 SDGs×プラ削

リーダー 会計 広報

ミニプロジェクト： チャレンジプロジェクトの中に複数のミニプロジェクトがある。掛け持ち可能。

チーム： それぞれのミニプロジェクトが、内部で役割を分けることもある。

①GIP全体としての活動（定例会）

春学期：新プロジェクト立案・月一回の意見交換会・研究集会etc…

秋学期：SDGsに関するクイズ大会、地域イベント、ワークショップ

②ミニプロジェクトごとの活動

ミニプロジェクトごとに集まり、活動を進める
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SARTs  - (SDGs×ART)

つなげ隊 - (SDGs×地域)

ELMA - (SDGs×プラ削)

SDGsをARTで表現して広める活動

①展示活動
・学内イベントにて展示

（オープンキャンパス・グローカルフェスタ・建学祭）
・ごみ分別イラスト掲示

②ワークショップ開催
・学内、地域イベントにて開催

（ポーリングアート・SDGs水鉄砲・巨大樹など）

③SNS運営
・週1回（金曜）投稿＋α

（日々の活動の様子・イベント告知・SDGs知識など）

④作品作成とそれに伴うその他活動
・上記の企画内で使う作品の作成

（SDGs17作品・石アート布アート・廃材額縁など）
・ごみ拾い

つなげ隊
つなげ隊

秦野市の活性化活動やSDGsの啓発活動

これまでの活動

①秦野市のイベントに運営ボランティアとして参加

（はだのパラスポーツフェスティバルなど）

②自主企画イベントの開催

（秦野たばこ祭でのクイズラリーの実施

東海大学構内でロゲイニングのイベントを実施）

③建学祭での出店

（秦野市の豚肉を用いた特製「ハダノドッグ」を販売

名産品の落花生を用いたお菓子も販売）

④毎週木曜日にチームミーティングを開催

・活動概要

プラスチック削減を通して、日常と環境を

調和したライフスタイルを目指す。

・活動実績

2023年

5月~7月

ペットボトル削減やマイボトル持参の普及を目的に、

企業と協力し、トライアルとして5/29~7/31の

約2か月間学内に3台ウォーターサーバーを稼働。

削減としては目標の二万本以上を超え、

32,294本という3万本以上の削減に成功。
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地域住民を対象に秦野の自然や街を感じながらショップや屋台、

イベントを楽しんでもらう企画。

GIPからは子供からカップル、お年寄りまで幅広い層の方々に

楽しんでもらえるSDGｓに関するミニゲームを開催した。

＞小さい子供たちに多く参加してもらった。

→子供たちにどうわかりやすく伝えるか、

また予想できない子供の動きにどう対応するかといった、

最適な言葉選びと先読みを養うことができた。

＞秦野市役所の方々との協力や地域住民の方々との交流できた

→今後イベントをやる際の流れや企画力が身についた。

GIP全体として大学構内で行うワークショップ・体験型企画

GIPとしては初めて学生を対象とする挑戦的なイベントであり、

1号館前にて3日間実施した。

SARTs : 「SDGsで課題を塗り替えろ！」

SDGs17色の色水が入った水鉄砲を17個用意し、世界の課

題や現状が書かれた的に向かって撃ってもらう。

課題がSDGsで消えていく様子をアート作品として表現。

ELMA :「地球を守れ！ゴミの分別ゲーム」
意外とわからなくて曖昧になってしまっているゴ

ミ分別をカードゲームに落とし込んで楽しく学ん

でもらう。

すなげ隊 :「すごろくゲーム」

秦野市にある観光地を3つ紹介する。バス

ガイドのように紹介し、クイズを交えなが

ら観光地を巡っていく。最後にミニすごろ

くで秦野の魅力を再発見していく。

自ら考える力

自ら主体となって活動をする

集い力

メンバー集めやイベント参加者の集客

挑み力

思いついた企画を行動にうつす

成し遂げ力

実際に企画を計画し、成し遂げる

【良かった点】

・去年度ではミニプロジェクト同士の交流やGIP全体としての活動がほとんどなく、

各々のミニプロジェクトの活動が多かったが、今年度では交流の場を増やし、全体

としての活動を積極的に取り組むことができた。

→今後も継続

【反省点】

・秋学期以降、定例会への参加率が低下し、参加するメンバーが固定化

→集い力が足りていない

→定例会の回数を減らす代わりに内容の充実化を図る
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・今年度の活動を通して、ミニプロの交流や全体活動ででき

たことを来年度でも生かし、理系文系の垣根を超えた

プロジェクト運営を目指す。

・活動の範囲を学内だけで留まらず、地域を巻き

込みSDGsに関連したイベント企画運営を目指していく。

ご清聴ありがとうございました。


